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平
成

２９
年
度
の

活
動
に
つ
い
て

①

農
業
委
員
会
総
会

今
年
度
は
、
月
例
で
総
会
を

‐１
回
開

催

（案
件
な
し
の
た
め
不
開
催
１
回
）
し

ま
し
た
。

【総
会
で
の
審
議
事
項
等
】

○
農
地
の

「効
率
的
な
利
用
」
「優
良
農
地

確
保
」
を
図
る
た
め
に
農
地
の
転
用
や
所

有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
農
地
法
第
３

条
、
第
４
条
、
第
５
条
に
よ
る

「許
可
申

請
」
「届
出
」
に
関
わ
る
審
議

○
相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関
わ
る
適
格
者

資
格
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議

○
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
利
用
権

に
関
わ
る
町
長
か
ら
の
諮
間
に
つ
い
て

の
審
議

○
そ
の
他
主
催
行
事
・
共
催
行
事
な
ど
の
調

整
○
前
任
の
農
業
委
員
が
作
成
し
た

「農
業
委

員
基
礎
知
識
」
の
改
訂
作
業

○
農
業
振
興
に
係
る
委
員
研
修

各
地
区
担
当
の
農
業
委
員
は
、
総
会
前
に

対
象
農
地
の
現
地
確
認
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②

農
地
パ
ト

ロ
ー
ル

町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
に
、
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
各
地
区
の
農
業
委
員
が
予

備
調
査
を
実
施
し
、
８
月
２２
日
に

一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
、
草
が
茂
る
な
ど
し
て
近
く
の
農
地

に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
所
有
者

へ
の
改
善

の
依
頼
及
び
指
導
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の

減
少
や
発
生
抑
制
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平成 29年度審議実績 (議案 ・報告等)

審議事項 可決 ・承認等の件数 備考

(1)農地法3条許可 膿 地のまま所有権移転) 6件 うち取下 3件

(2)農地法4条 許可 (市 街化調整区域の農地を所有者が転用) ―件

(3)農地法4条 届出 (市 街化区域の農地を所有者が転用) 4件

④ 農地法5条許可 (市 街化調整区域の農地を譲受人が転用) 2件 一時転用 2件

(5)農地法 5条届出 (市 街化区域の農地を譲受人が転用) 15件

(6)納税猶予適格者証明 (農地の納税猶予制度の適否) 3イ牛

(7)利用権設定 (市 街イヒ調整区域の農地の貸借) 12件 17筆

(8)その他 (非 農地証明、農業振興地域整備計画など) 12件

※(2)・(4)は県の許可のため、農業委員会は意見を付すのみ



③

農
地
の
斡
旋

何
ら
か
の
理
由
で
耕
作
で
き
な
い
な
ど

農
地
に
関
す
る
事
柄
は
、
借
り
手
を
探
す
な

ど
農
業
委
員
会
が
仲
介
し
斡
旋
を
行
っ
て

い
ま
す
。

④

人

・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進

平
成

２６
年
度
に
町
が
策
定
し
た

「人

・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、
昨
年
度
農
業
委

員
会
で
制
定
し
た
農
家
資
格
の
認
定
制
度

に
よ
つ
て
農
家
と
な
つ
た
方
々
が
、
新
た
に

担
い
手
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
ら
の
方
々
に
対
し
積
極
的
な
農
地
の
利

用
集
積
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑤

各
種
研
修
会
お
よ
び
大
会

の
参
加

・
８
月

３．
日

【南
足
柄
】

足
柄
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
研
修
会

・
１０
月

１０
日

【小
田
原
】

農
地
中
間
管
理
機
構
に
関
す
る
研
修
会

・
■
月
９
日

【海
老
名
】

神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

Ｖ

一

⑥

米
栽
培
体
験
学
習
塾

《
１
》
田
植
え

。
手
巻
寿
司
体
験

５
月
２９

日
、
金
井
島
の
米
栽
培
体
験
学
習

田
で
、
小
学
生
を
持
つ
親
子
を
対
象
に
田
植
え

体
験
を
実
施
し
、
横
浜
市

。
川
崎
市

・
静
岡
県

沼
津
市
な
ど
か
ら
　
２８
家
族
１
団
体
の
８４
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
参
加
者
は
２
つ
の
班
に
分
か
れ
、　
一
斉
に

苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
お
よ
そ
、　
一
時
間

半
で
田
植
え
が
終
了
し
、
あ
じ
さ
い
公
園
で
行

わ
れ
る
開
成
町
婦
人
会
主
催
の
ロ
ン
グ
手
巻

寿
司
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

《
２
》

稲
刈
り
体
験

１０
月
１
日
、
５
月
に
田
植
え
し
た
学
習
田
の

稲
穂
が
黄
金
色
に
な
り
頭
を
垂
れ
た
と
こ
ろ

で
、
田
植
え
に
参
加
し
た
親
子
を
対
象
に
稲
刈

り
体
験
を
実
施
し
、
‐９
家
族
１
団
体
の
７９
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
も
汗
を

か
い
て
鎌
で
稲
株
を

一
束
ず
つ
丁
寧
に
刈
っ

て
集
め
、　
コ
ン
バ
イ
ン
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
終
了
後
は
、
開
成
町
産
さ
つ
ま
い
も

の
焼
い
も
を
回
い
つ
ぱ
い
に
ほ
お
ば

つ
て
い

ま
し
た
。

※
米
栽
培
体
験
学
習
塾
は
、
教
育
委
員
会
と
協

力
し
、
真
鶴
町
と
の
子
ど
も
の
相
互
交
流
事
業

と
し
て
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

⑦

町
行
事

。
会
議

あ
じ
さ
い
の
里
親
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ

じ
さ
い
の
里
の
剪
定
作
業
を
行
つ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
町
の
認
定
新
規
就
農
者
の

審
査
会
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
に
関
す
る

会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。

③

町
の
各
種
委
員
会

○
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委
員
会

○
開
成
町
都
市
計
画
審
議
会

○
あ
し
が
り
郷
拠
点
整
備
検
討
会

○
開
成
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査
委
員
会

○
開
成
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
　
等

⑨

農
業
委
員
会各
種
委
員

○
和
解
仲
介
委
員

実
績
な
し

○
広
報
委
員

農
業
委
員
会
だ
よ
り
２
回
発
行

私たちの農業委員としての任期は、残すところ1年 となりま
した。農業委員会法改正による新しい仕組みでの船出でしたが、
諸先輩から受け継いだ農業委員会をより良いものにするため今
後も全力を尽くしてまいります。

農業委員会会長 府川 健治

2年 間の主

・中間管理事業等を活用し、
・農家資格認定制度を設け、
ン」の担い手に成長

耕作放棄地を 7,887ぽ減

新規就農者 2人 が 「人 ・農地プラ


